











項目反応理論 ( 項目応答理論，Item Response 












が広範囲に広がってきた．2013 ( 平成25) 年10月，
教育再生実行会議の第四次提言 ( 教育再生実行
会議，2013) において，大学入試の共通試験とし
て，いわゆる達成度テスト ( 仮称 ) の導入が提言
























過報告 ( 中央教育審議会，2014a) では，達成度テ







答申 ( 中央教育審議会，2014b) では，それまで「達
成度テスト ( 仮称 ) 基礎レベル」として議論され
てきた構想の共通試験が「高等学校基礎学力テス
ト ( 仮称 ) 」，「達成度テスト ( 仮称 ) 発展レベル」
として議論されてきた構想の共通試験が「大学入
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学希望者学力評価テスト ( 仮称 ) 」と名称変更さ
れて，その後の議論が展開されている．




























































































































































ル (Graded Response Model, GRM: Samejima, 1969，
以後，GRM と表記する )，一般化部分得点モデ
ル (Generalized Partial Credit Model: GPCM, Muraki, 
1992) ，名義反応モデル (Nominal Response Model: 































J 個の項目への項目反応 x1,x2,…xJ の条件付き同時









ては，文脈依存 (Passage dependence) と項目間の














2010) や項目識別力の過大推定 (Chen & Wang, 














して，石塚他 (2001) は GRM，Sireci, Thissen and 

















































































































































ラメタ・ロジスティック・モデル (two parameter 
logistic model: 2PLM，以後，2PLM と表記する ) 
を使用した．2PLM とは，能力パラメタが θi であ







る．P(uj=c|θi) は，能力パラメタが θi である受験
者がuj=cと反応する確率を表している．Pjc (θi )は，
能力パラメタが θi である受験者 i が項目 j におい
て c と反応する確率を表している．また，P*jc (θi  )
は，能力パラメタが θi である受験者 i が項目 j に
おいて c 以上と反応する確率を表している．aj は，
項目 j における識別力パラメタであり，b*jc は項目































































メタ推定値と反応データを用いて Q3統計量 (Yen, 
1984) を算出する．Q3統計量を用いる利点として，





二値データにおける Q3統計量は (8) ～ (12) 式
を用いて求められる．
Eji は，能力パラメタが である受験者 i が項目
j に反応した場合の期待値 Pj ( ) である．dji は，
受験者 i の観測得点 xji と期待値 Eji の差を表す．
dj，dj ' は，それぞれ，全ての受験者から得られた
dji，dj 'i) を要素とするベクトルである．N は受験
者数を表す．Q3jj ' は，dj， dj' ) の相関係数である．
また，多値データにおける Q3は (13) 式から (18)
式を用いて求められる．
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ここで，項目 j を含むテストレットから得られ
る得点を k=0,…,K とする．Eji は，能力パラメタ
が である受験者 i の，項目 j を含むテストレッ
トへの期待得点である．dji は，受験者 i の観測得
点 xji と期待値 Eji の差を表す．dj，dj' ) は，それぞ
れ全ての受験者から得られた dji，dj ' i) を要素とす
るベクトルである．Q3jj ' は，dj，dj' の相関係数で
ある．
Q3統計量の値が 0.2を超えると，項目間の局













































































目，すなわち Item2_1_01 ～ Item2_1_04，Item2_2_01，
Item2_2_02は 独 立 し た 項 目 で あ る と 判 断 さ れ





Item3_1_02，Item3_1_01と Item3_1_03が 部 分 連
鎖の項目ペアと判断された．また，大問2に関し
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数 学 分 野 で は， 二 値 型 テ ス ト に お い て，
item1_2_01 と item1_2_02，item1_2_02と item1_2_03
の二つの項目ペアのQ3統計量が0.2を超えた．また，
多値型テストにおいては，二値型項目における二




































と 部 分 連 鎖 の 関 係 に あ り，item2_3_03と
item2_3_04，item2_3_04と item2_3_05も 部 分 連 鎖
の関係にある項目ペアであった．また，過大推定





































































推 定 さ れ た． さ ら に，item2_1_01，item2_1_02，
item2_1_03 の識別力パラメタの推定結果が小さく，
極端な値を取る困難度パラメタ（item2_1_01 ～ 03，

































































































































































































































ま た， 本 研 究 は JSPS 科 研 費， 課 題 番 号
15K13124の助成に基づく研究成果の一部である．
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An Analysis of Science Constructed-Response Tests by Item Response 
Theory: On the Problem of Item Chaining and Categorization of Item Scores
Tsuyoshi Izumi*, Kuramoto Naoki**
ABSTRACT
* The Japan Institute for Educational Measurement, Inc., ** TohokuUniversity
The present study tried to apply item response theory (IRT) models to preexisting science writing tests, for the sake 
of applying IRT models to large-scale high-stakes examinations in Japan such as those used for university admissions. 
The difficulty in applying IRT to science constructed-response items is that items do not usually satisfy the local 
independence assumption. In addition, scoring of partially correct responses is another point at issue. The present study 
compared several IRT models in terms of item parameter estimation. The results revealed instability in the estimates of 
the discrimination and difficulty parameters, especially when testlets of chained items were included in the models. The 
present study indicated the difficulty of applying IRT models for science constructed-response test.
Key words: science writing test, testlet, item response theory , local independence, item chaining
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